
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】従来の不都合を解消可能で、ユーザにとって使

いやすい簡易設計の中ぐり装置を提供する。

【解決手段】サンプルコアを採取する押し抜き具５と、

一つまたは複数のいわゆる受容ブロックでくり抜きを実

施するための中ぐり押し抜き具６と、パラフィンまたは

他のあらゆる凍結もしくは非凍結の媒質からなる一つま

たは複数の受容ブロックに、採取したコアを排出する排

出手段７とを含む、「組織アレイ」を製造するためのコ

アの採取装置１を提供する。中ぐり押し抜き具６は、採

取押し抜き具５とほぼ同軸に取り付けられ、採取押し抜

き具が、外側の位置にあり、２個の押し抜き具５、６が

、互いに並進移動および／または回転移動する。排出手

段は、各押し抜き具からコアを排出するように構成され

ている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 サ ン プ ル コ ア を 採 取 す る 押 し 抜 き 具 （ ５ ） と 、 一 つ ま た は 複 数 の い わ ゆ る 受 容 ブ ロ ッ ク
で く り 抜 き を 実 施 す る た め の 中 ぐ り 押 し 抜 き 具 （ ６ ） と 、 パ ラ フ ィ ン ま た は 他 の あ ら ゆ る
凍 結 も し く は 非 凍 結 の 媒 質 か ら な る 一 つ ま た は 複 数 の 受 容 ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） に 、 採 取 し た
コ ア を 排 出 す る 排 出 手 段 （ ７ ） と を 含 む 、 「 組 織 ア レ イ 」 を 製 造 す る た め の コ ア の 採 取 装
置 （ １ ） で あ っ て 、 中 ぐ り 押 し 抜 き 具 （ ６ ） が 、 採 取 押 し 抜 き 具 （ ５ ） と ほ ぼ 同 軸 に 取 り
付 け ら れ 、 採 取 押 し 抜 き 具 が 、 外 側 の 位 置 に あ り 、 ２ 個 の 押 し 抜 き 具 （ ５ 、 ６ ） が 、 互 い
に 並 進 移 動 お よ び ／ ま た は 回 転 移 動 し 、 排 出 手 段 が 、 各 押 し 抜 き 具 か ら コ ア を 排 出 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 コ ア の 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 排 出 手 段 （ ７ ） が 、 内 側 押 し 抜 き 具 （ ６ ） 内 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 排 出 手 段 （ ７ ） が 、 ロ ッ ド の 形 状 を と る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ロ ッ ド の 外 径 が 、 内 側 押 し 抜 き 具 （ ６ ） の 内 径 に 近 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 押 し 抜 き 具 （ ５ 、 ６ ） と 排 出 手 段 （ ７ ） と が 、 互 い に 独 立 し て 並 進 お よ び 回 転 移 動 す る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 外 側 押 し 抜 き 具 （ ５ ） の 内 径 が 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク （ ９ ） で 採 取 さ れ る コ ア の 外 径 に ほ ぼ
対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 内 側 押 し 抜 き 具 （ ６ ） の 内 径 が 、 受 容 ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） で 採 取 さ れ る コ ア の 外 径 に ほ ぼ
対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 押 し 抜 き 具 （ ５ 、 ６ ） が 、 パ ラ フ ィ ン ま た は 凍 結 ブ ロ ッ ク 内 へ の 前 記 押 し 抜 き 具 の 貫 入
と 、 コ ア の 排 出 と を 容 易 に す る た め の 鋭 い 縁 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ か ら ７
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 光 学 シ ス テ ム （ １ ３ ） と 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク （ ９ ） に お け る 一 つ ま た は 複 数 の 中 ぐ り 位 置
を パ ラ メ ー タ 化 可 能 に す る 第 一 の ソ フ ト ウ ェ ア イ ン タ フ ェ ー ス （ １ ４ ） と 、 一 つ ま た は 複
数 の 受 容 ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） に お け る コ ア 位 置 を パ ラ メ ー タ 化 す る た め の 第 二 の ソ フ ト ウ ェ
ア イ ン タ フ ェ ー ス （ １ ５ ） と 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク （ ９ ） お よ び 受 容 ブ ロ ッ ク （ １ ０ ） の 確 実
な 識 別 シ ス テ ム （ １ ６ ） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 技 術 分 野 は 、 「 組 織 ア レ イ （ ｔ ｉ ｓ ｓ ｕ ｅ 　 ａ ｒ ｒ ａ ｙ ） 」 を 作 製 可 能 に す る
装 置 に あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 「 組 織 ア レ イ 」 は 、 目 視 分 析 ま た は 電 子 分 析 用 の 顕 微 鏡 ス ラ イ ド グ ラ ス に 生 物 学 的 な 組
織 の 切 片 （ ｃ ｏ ｕ ｐ ｅ ） を 載 せ る 技 術 で あ る 。 「 組 織 ア レ イ 」 技 術 に よ り 、 病 理 学 研 究 所
で 従 来 か ら 実 施 さ れ て い た １ 個 か ら ３ 個 の 切 片 を 一 緒 に 載 せ ら れ る 技 術 と は 違 っ て 、 同 一
の ス ラ イ ド グ ラ ス に 多 数 の 切 片 を 載 せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 「 組 織 ア レ イ 」 技 術 は 、 パ ラ フ ィ ン に 包 埋 さ れ る か ま た は 凍 結 さ れ た 採 取 組 織 を 含 む 数
十 、 さ ら に は 数 百 個 の 異 な る ブ ロ ッ ク か ら 、 一 つ ま た は 複 数 の コ ア （ ｃ ａ ｒ ｏ ｔ ｔ ｅ ） を
採 取 す る こ と か ら な る 。 次 い で 、 く り 抜 き （ ｅ ｖ ｉ ｄ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） を 行 っ た パ ラ フ ィ ン ブ
ロ ッ ク ま た は 凍 結 さ れ た 包 埋 媒 質 に 、 コ ア の 集 合 を 組 み 立 て る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 「 組 織 ア レ イ 」 技 術 は 、 よ く 知 ら れ て い る の で 、 こ れ 以 上 詳 し く 説 明 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 た と え ば 、 中 ぐ り （ ｃ ａ ｒ ｏ ｔ ｔ ａ ｇ ｅ ） 装 置 を 記 載 し た 、 米 国 特 許 第 ６ １ ０ ３ ５ １ ８
号 明 細 書 を 参 照 す る こ と が で き る 。 こ こ で 提 案 さ れ て い る 実 施 形 態 は 、 複 雑 で あ っ て 、 ２
個 の 採 取 押 し 抜 き 具 （ ｐ ｏ ｉ ｎ ｃ ｏ ｎ ） を 作 業 位 置 に 順 次 導 く よ う に 旋 回 す る ア ー ム に 基
づ い て い る 。 押 し 抜 き 具 を 順 に 回 転 さ せ る の で 、 ２ 個 の 押 し 抜 き 具 を 、 中 ぐ り 位 置 の 上 に
完 全 に ア ラ イ ン メ ン ト さ せ る 際 に 制 約 が 出 る 。 し か も 、 ド ナ ー （ ｄ ｏ ｎ ｎ ｅ ｕ ｒ ） ブ ロ ッ
ク を 支 持 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 位 置 を 、 操 作 ご と に 修 正 し な け れ ば な ら な い の で 、 こ の
よ う な 装 置 の 使 用 は 不 便 で あ る 上 に 速 度 が 遅 い 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ １ ０ ３ ５ １ ８ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 の 不 都 合 を 解 消 可 能 で 、 ユ ー ザ に と っ て 使 い や す い 簡 易 設 計 の 中
ぐ り 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 一 つ ま た は 複 数 の い わ ゆ る 受 容 （ ｒ ｅ ｃ ｅ ｖ ｅ ｕ ｒ ） ブ ロ ッ ク で く
り 抜 き を 実 施 す る た め の 中 ぐ り 押 し 抜 き 具 と 、 サ ン プ ル コ ア を 採 取 す る 押 し 抜 き 具 と 、 採
取 さ れ る コ ア の パ ラ フ ィ ン ま た は 他 の あ ら ゆ る 凍 結 も し く は 非 凍 結 の 媒 質 か ら な る 、 一 つ
ま た は 複 数 の 受 容 ブ ロ ッ ク へ の 排 出 手 段 と を 含 む 、 「 組 織 ア レ イ 」 を 製 造 す る た め の コ ア
の 採 取 装 置 を 目 的 と し 、 中 ぐ り 押 し 抜 き 具 が 、 採 取 押 し 抜 き 具 と ほ ぼ 同 軸 に 取 り 付 け ら れ
、 採 取 押 し 抜 き 具 が 、 外 側 の 位 置 に あ り 、 ２ 個 の 押 し 抜 き 具 が 、 互 い に 並 進 移 動 お よ び ／
ま た は 回 転 移 動 し 、 排 出 手 段 が 、 各 押 し 抜 き 具 か ら コ ア を 排 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 特 徴 に よ れ ば 、 排 出 手 段 が 、 内 側 押 し 抜 き 具 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 排 出 手 段 が ロ ッ ド の 形 状 を と る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 ロ ッ ド の 外 径 が 、 内 側 押 し 抜 き 具 の 内 径 に 近 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 押 し 抜 き 具 と 排 出 手 段 と が 、 互 い に 独 立 し て 並 進 お
よ び 回 転 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 外 側 押 し 抜 き 具 の 内 径 が 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク で 採 取 さ
れ た コ ア の 外 径 に ほ ぼ 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 内 側 押 し 抜 き 具 の 内 径 が 、 受 容 ブ ロ ッ ク で 採 取 さ れ
た コ ア の 外 径 に ほ ぼ 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 押 し 抜 き 具 が 、 パ ラ フ ィ ン ま た は 凍 結 ブ ロ ッ ク に お
け る 前 記 押 し 抜 き 具 の 貫 入 と 、 コ ア の 排 出 と を 容 易 に す る た め の 鋭 い 縁 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 特 徴 に よ れ ば 、 装 置 が 、 光 学 シ ス テ ム と 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク に お け る
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一 つ ま た は 複 数 の 中 ぐ り 位 置 を パ ラ メ ー タ 化 可 能 に す る 第 一 の ソ フ ト ウ ェ ア イ ン タ フ ェ ー
ス （ ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ａ ｃ ｅ 　 ｌ ｏ ｇ ｉ ｃ ｉ ｅ ｌ ） と 、 一 つ ま た は 複 数 の 受 容 ブ ロ ッ ク に お け
る コ ア 位 置 を パ ラ メ ー タ 化 す る た め の 第 二 の ソ フ ト ウ ェ ア イ ン タ フ ェ ー ス と 、 ド ナ ー ブ ロ
ッ ク お よ び 受 容 ブ ロ ッ ク の 確 実 な 識 別 シ ス テ ム と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 一 の 長 所 は 、 病 理 学 者 に 対 し て 、 限 ら れ た 予 算 で 限 ら れ た 時 間 内
に 多 数 の 患 者 を 同 時 に 診 察 可 能 に す る こ と に あ る 。 こ の た め 、 病 気 の 見 通 し や 診 断 に 関 す
る 新 し い 方 法 、 ひ い て は 新 た な 治 療 に 向 け た 研 究 に お い て 、 著 し く 知 識 の 拡 大 を 促 す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 、 細 部 、 お よ び 長 所 は 、 添 付 図 面 に 関 し て 例 と し て 以 下 に 挙 げ た 説 明
か ら 、 い っ そ う 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ で は 、 支 持 体 ２ に 取 り 付 け ら れ た 中 ぐ り 装 置 １ を 示 し た 。 支 持 体 は 、 そ れ 自 体 が 構
造 体 ３ に 結 合 さ れ て お り 、 構 造 体 は 、 後 述 す る よ う に 様 々 な 部 材 の 制 御 に 必 要 な 流 体 圧 装
置 ま た は 電 子 装 置 と い っ た 、 こ の 中 ぐ り 装 置 の 動 作 に 必 要 な 部 材 全 体 を 支 持 す る た め の 支
持 プ レ ー ト ４ に 固 定 さ れ て い る 。 一 般 に 、 中 ぐ り 装 置 は 、 中 ぐ り 押 し 抜 き 具 ６ と 、 採 取 押
し 抜 き 具 ５ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の ２ 個 の 押 し 抜 き 具 ５ 、 ６ は 、 長 手 方 向 の 同 一 軸 に ア ラ イ ン メ ン ト
し て 配 置 さ れ て 、 内 側 押 し 抜 き 具 と 外 側 押 し 抜 き 具 と を 画 定 す る 。 以 下 の 説 明 で は 、 外 側
押 し 抜 き 具 ５ と 内 側 押 し 抜 き 具 ６ と し て 説 明 す る 。 支 持 体 ２ は 、 外 側 押 し 抜 き 具 ５ と 、 内
側 押 し 抜 き 具 ６ と 、 排 出 手 段 ７ と を 受 容 す る 。 こ の 三 つ の 部 品 は 、 同 一 軸 に ア ラ イ ン メ ン
ト し て 取 り 付 け ら れ 、 互 い に 摺 動 す る 。 押 し 抜 き 具 ５ 、 ６ は 、 ２ 個 の 管 の 形 状 を と り 、 内
側 押 し 抜 き 具 ６ は 、 外 側 押 し 抜 き 具 ５ 内 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 二 つ の 押 し 抜 き 具 は 、 互 い に
独 立 し た 往 復 運 動 に 従 っ て 摺 動 す る 。 排 出 手 段 ７ は 、 内 側 押 し 抜 き 具 に 挿 入 さ れ る 非 中 空
の 円 筒 部 品 の 形 状 を と る 。 こ の よ う に し て 、 三 つ の 部 品 全 体 が 、 装 置 １ の 全 て の 動 作 を 確
保 で き る 小 型 ア セ ン ブ リ を 構 成 す る 。 さ ら に 、 こ の 三 つ の 部 品 は 、 ラ ッ ク （ ｃ ｒ ｅ ｍ ａ ｉ
ｌ ｌ ｅ ｒ ｅ ） シ ス テ ム を 用 い て マ ニ ュ ア ル で 、 あ る い は 上 記 の 流 体 圧 装 置 を 用 い て 移 動 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 で は 、 ま た 、 ２ 個 の 中 ぐ り ブ ロ ッ ク ９ 、 １ ０ が 固 定 さ れ る 支 持 プ レ ー ト ８ を 示 し た 。
ブ ロ ッ ク ９ は 、 た と え ば 、 こ れ か ら 採 取 を 行 う 組 織 サ ン プ ル か ら 構 成 さ れ る 。 こ の ブ ロ ッ
ク ９ は 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク と 呼 ば れ る 。 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 様 々 な ド ナ ー ブ ロ ッ ク か ら 採 取 し
た サ ン プ ル を 受 容 す る た め の 未 使 用 ブ ロ ッ ク で あ る 。 ブ ロ ッ ク １ ０ は 、 受 容 ブ ロ ッ ク と 呼
ば れ る 。 こ の 二 つ の ブ ロ ッ ク は 、 一 般 に 、 パ ラ フ ィ ン ブ ロ ッ ク か 、 ま た は 凍 結 ブ ロ ッ ク で
あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 有 利 に は 、 支 持 体 ２ が 移 動 可 能 で あ っ て ブ ロ ッ ク プ レ ー ト が 固 定 さ れ て い る か 、 ま た は
そ の 反 対 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 中 ぐ り 装 置 １ は 、 以 下 の よ う に 用 い ら れ る 。 も ち ろ ん 、 好 適 に は 、 装 置 １
は 、 図 の 平 面 に 示 し た よ う な 垂 直 位 置 で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 最 初 に 、 排 出 手 段 ７ と 外 部 押 し 抜 き 具 ５ と の 格 納 を 制 御 し て 、 内 部 押 し 抜 き 具 ６ を 少 な
く と も 部 分 的 に 解 放 す る 。 受 容 ブ ロ ッ ク １ ０ を 導 い て 、 従 来 の 見 当 合 わ せ （ ｒ ｅ ｐ ｅ ｒ ａ
ｇ ｅ ） シ ス テ ム に よ り 正 確 に そ の 位 置 を 決 定 す る 。 ま ず 初 め に 、 内 部 押 し 抜 き 具 ６ を 用 い
て 受 容 ブ ロ ッ ク １ ０ か ら コ ア を 採 取 し 、 組 織 サ ン プ ル を 挿 入 す る く り 抜 き を 保 持 す る 。 こ
の 段 階 の 間 、 前 述 の よ う に 、 外 部 押 し 抜 き 具 ５ と 排 出 手 段 ７ と を 完 全 に 格 納 し て お く 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 受 容 ブ ロ ッ ク か ら 採 取 し た コ ア を 排 出 す る た め に 、 内 側 押 し 抜 き 具 ６ の 回 転 を 制 御 す る
。 こ の 回 転 に よ り コ ア の 底 が 破 砕 さ れ る の で 、 コ ア は 難 な く 排 出 で き る 。 内 部 押 し 抜 き 具
６ で 排 出 手 段 ７ を 摺 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 コ ア を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 外 側 押 し 抜 き 具 ５ を 用 い て ド ナ ー ブ ロ ッ ク ９ か ら 、 こ の ブ ロ ッ ク を 双 方 の 押 し 抜
き 具 の 鉛 直 線 方 向 に 導 き な が ら 、 コ ア を 採 取 す る 。 こ れ を 実 施 す る た め に 、 内 側 押 し 抜 き
具 ６ お よ び 排 出 手 段 ７ は 、 ラ ッ ク に よ り マ ニ ュ ア ル で 、 あ る い は 流 体 圧 装 置 ま た は 電 子 装
置 を 用 い て 自 動 的 に 、 支 持 体 ２ の 方 に 完 全 に 格 納 さ れ る 。 外 側 押 し 抜 き 具 ５ の 回 転 に よ り
、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク ９ か ら サ ン プ ル コ ア を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 場 合 、 先 に 得 ら れ た く り 抜 き と 外 側 押 し 抜 き 具 ５ の 位 置 と を 対 応 さ せ な が ら 、 最 初
に 見 当 合 わ せ し た 位 置 に 戻 し た 後 で 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク ９ か ら 採 取 し た コ ア を 受 容 ブ ロ ッ ク
１ ０ に 移 す 。 ド ナ ー ブ ロ ッ ク ９ か ら 採 取 さ れ た コ ア は 、 排 出 手 段 ７ と 内 側 押 し 抜 き 具 ６ と
を 外 側 押 し 抜 き 具 ５ で 摺 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 こ の く り 抜 き に 移 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 排 出 手 段 ７ が 停 止 す る 高 さ を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 コ ア が く り 抜 き に 導 入 さ れ る 深 さ
を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 受 容 ト ブ ロ ッ ク １ ０ で 所 望 の 数 の コ ア を 得 る た め に 、 様 々 な ド ナ ー ブ ロ ッ ク ９ を 用 い る
こ と に よ り 、 必 要 な 回 数 だ け こ の 操 作 シ ー ケ ン ス を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 有 利 に は 、 本 発 明 に よ る 中 ぐ り 装 置 １ は 、 こ こ で は 図 示 さ れ て い な い が 、 押 し 抜 き 具 ５
、 ６ お よ び 排 出 手 段 ７ の 並 進 運 動 お よ び 回 転 運 動 と 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク お よ び 受 容 ブ ロ ッ ク
の 上 に お け る 押 し 抜 き 具 の 配 置 と を 機 械 化 （ ｍ ｏ ｔ ｏ ｒ ｉ ｓ ｅ ） で き る ア セ ン ブ リ に 含 め
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 器 具 は 、 英 語 で 「 ｔ ｉ ｓ ｓ ｕ ｅ 　 ａ ｒ ｒ ａ ｙ （ 組 織 ア レ イ ） 」 と 呼 ば れ 、 パ ラ フ ィ
ン に 含 ま れ る ド ナ ー ブ ロ ッ ク か ら 、 ま た は 凍 結 ブ ロ ッ ク か ら 、 「 組 織 ア レ イ 」 を 作 成 す る
こ と が で き る 。 凍 結 ブ ロ ッ ク か ら 組 織 ア レ イ を 作 成 す る 場 合 、 押 し 抜 き 具 は 、 そ れ 自 体 が
冷 却 さ れ て 、 採 取 お よ び 移 送 時 に コ ア の 凍 結 状 態 を 保 つ よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の 構 造 は 、 次 の よ う な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 形 態 に よ れ ば 、 器 具 １ は 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク ９ を 支 持 す る た め の 支 持 プ レ ー ト １ ２ と
、 受 容 ブ ロ ッ ク １ ０ を 支 持 す る た め の 第 二 の 支 持 プ レ ー ト １ ２ ’ と を 含 む 。 こ れ ら の プ レ
ー ト １ ２ 、 １ ２ ’ は 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク お よ び 受 容 ブ ロ ッ ク に 充 填 さ れ る よ う に 、 器 具 １ か
ら 取 り 出 せ る 。 器 具 １ は 、 支 持 プ レ ー ト 用 の 位 置 決 め 手 段 を 含 む プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 、 同
様 に 備 え る こ と が で き る 。 こ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に は 、 ユ ー ザ が 望 む 容 量 に 応 じ て 、 ド ナ
ー ブ ロ ッ ク の 支 持 プ レ ー ト 用 の 一 つ ま た は 複 数 の 位 置 を 組 み 込 む こ と が で き る 。 各 位 置 に
は 、 凍 結 ブ ロ ッ ク か ら 操 作 す る 場 合 は 、 凍 結 し た 「 組 織 ア レ イ 」 の 作 製 時 に 、 ド ナ ー ブ ロ
ッ ク お よ び 受 容 ブ ロ ッ ク を 凍 結 保 持 す る た め の 冷 蔵 シ ス テ ム が 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 器 具 は 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク お よ び 受 容 ブ ロ ッ ク の 上 の パ ラ メ ー タ 化 さ れ た 正 確 な 位 置 に 、
中 ぐ り シ ス テ ム を 配 置 す る た め に 、 空 間 の ３ 軸 に 沿 っ て ミ ク ロ ン 単 位 の 移 動 を 可 能 に す る
機 械 化 ア セ ン ブ リ に 配 置 さ れ た 、 上 記 の よ う な 中 ぐ り 装 置 を 含 む 。 機 械 化 に よ り 、 各 押 し
抜 き 具 の 独 立 し た 回 転 と 、 各 押 し 抜 き 具 お よ び 排 出 手 段 の 摺 動 と が 同 様 に 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 器 具 は 、 ま た 、 光 学 シ ス テ ム １ ３ と 、 ド ナ ー ブ ロ ッ ク に お け る 一 つ ま た は 複 数 の 中 ぐ り
位 置 を パ ラ メ ー タ 化 可 能 な 第 一 の ソ フ ト ウ ェ ア イ ン タ フ ェ ー ス １ ４ と 、 一 つ ま た は 複 数 の
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受 容 ブ ロ ッ ク に お け る コ ア 位 置 を パ ラ メ ー タ 化 す る た め の 第 二 の ソ フ ト ウ ェ ア イ ン タ フ ェ
ー ス １ ５ と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 器 具 は 、 あ ら ゆ る エ ラ ー を 回 避 す る た め に 、 各 中 ぐ り の 前 で ド ナ ー ブ ロ ッ ク お よ び 受 容
ブ ロ ッ ク を 識 別 す る 確 実 な 識 別 シ ス テ ム １ ６ （ バ ー コ ー ド 読 み 取 り 手 段 、 磁 気 読 み 取 り 手
段 な ど ） を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 コ ア の 採 取 検 知 シ ス テ ム や コ ア の 長 さ 検 知 シ ス テ ム 、 そ れ に 関 連 す る エ ラ ー 管 理
シ ス テ ム を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 最 後 に 、 密 閉 箱 に 器 具 を 内 包 す る こ と に よ っ て 、 中 ぐ り シ ス テ ム の 動 作 中 の ユ ー ザ の 介
在 を 回 避 し 、 作 業 中 の サ ン プ ル を 保 護 す る と と も に 、 凍 結 さ れ た ド ナ ー ブ ロ ッ ク か ら 「 組
織 ア レ イ 」 を 作 製 す る 場 合 に は 、 ブ ロ ッ ク 、 構 造 本 体 、 お よ び 押 し 抜 き 具 に 結 露 や 霜 が 形
成 さ れ な い よ う に 、 サ ン プ ル を 乾 燥 し た 環 境 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ブ ロ ッ ク を 支 持 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 中 ぐ り シ ス テ ム の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 中 ぐ り 装 置
　 ２ 　 支 持 体
　 ３ 　 構 造 体
　 ４ 、 ８ 、 １ ２ 、 １ ２ ’ 　 支 持 プ レ ー ト
　 ５ 　 採 取 押 し 抜 き 具
　 ６ 　 中 ぐ り 押 し 抜 き 具
　 ７ 　 排 出 手 段
　 ９ 、 １ ０ 　 中 ぐ り ブ ロ ッ ク
　 １ ３ 　 光 学 シ ス テ ム
　 １ ４ 　 第 一 の ソ フ ト ウ ェ ア イ ン タ フ ェ ー ス
　 １ ５ 　 第 二 の ソ フ ト ウ ェ ア イ ン タ フ ェ ー ス
　 １ ６ 　 識 別 シ ス テ ム

10

20

30

(6) JP 2006-158394 A 2006.6.22



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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